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１.　はじめに
　漢語の連濁については、今まで幾多の研究が行われていた。
　奥村三雄（1952）、沼本克明（1982）などは、「呉音資料において、連濁は鼻音韻尾を有する去声調
の字の後に起こりやすい」と指摘した（心中・衆多など沼本例）。しかし、鼻音韻尾を有しないものに
後続する字音も、連濁することがある（早産・泰山など呂例）。これらのものに連濁が起こるきっかけ
はなにか、これについて、未だに詳しい記述はされていない。
　また、沼本（1982）では、「呉音読みの字音に対して、漢音読みの字音は連濁することが少ない。
連濁するものでも、撥韻尾に続く場合が最も多い」ということも指摘される（歓喜・演説など沼本例）。
しかしこの漢音の場合でも、撥韻尾に続くもの以外の連濁は、未詳とされている。
　漢語の連濁は、古く鼻音の後に起こる場合は連声濁と呼ばれることがあるが、音声学上で鼻音によ
る同化現象と見なされることがある（金田一京助1938）が、反論も多い（高山倫明2012）。一方で、
鼻音の前接がない場合は、何故連濁が起こるのかについては、未だに議論する余地のあるところだと
思われる。
　例えば、「～三郎」の連濁は、「大三郎-だいざぶろう」「荘三郎-しょうざぶろう」などのように、鼻
音の前接がないのに連濁するものがある。これについて原口庄輔（2000）は、前部要素が重音節（１
音節２モーラ）の場合は連濁し、それ以外は連濁しない、と指摘した。また「～本」の連濁は、「文
庫本-ぶんこぼん」「カラー本-からーぼん」などのように、鼻音の前接がないのに連濁するものがある。
これについて窪薗晴夫（2004）は、語全体が５モーラ以上のものは連濁し、４モーラ以下のものは連
濁しない、と指摘した。
　しかし、個々の漢語の連濁をみてくると、以下２つの問題点が出てくる。
　（a） 漢語の連濁は、鼻音に続くもの（連声濁）を除き、全部１つの条件で括ることが出来るか。
　（b） 何故、鼻音に続くもの（連声濁）以外に、別の条件が働いているのか。
　まず問題点（a）については、これは原口（2000）と窪薗（2004）の例をみれば分かる。原口（2000）
が主張する重音節かどうかの条件と、窪薗（2004）が主張するモーラ数の条件とは、全く違う二つの
条件である。それぞれの条件が、それぞれ違う後部要素「三郎」「本」に適用されているのである。
原口（2000）が挙げた「～三郎」の例を窪薗（2004）のモーラ数の条件で試しても「玉三郎」「喜三郎」
など多数の例外が出てきて、また窪薗（2004）が挙げた「～本」の例を原口（2000）の重音節かどう
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かの条件で試しても「謄本」「抄本」など多数の例外が出てくる。したがって漢語の連濁は、違う後
部要素によって違う条件が適用されているのである。
　では何故、後部要素が違うと連濁の条件も違ってくるのか。また問題点（b）で、何故これらの条
件が成立しているのか。これらの問題については、個々の漢語の連濁が各時代においてどの様態でい
たのかに着目し、分析する必要があると思われる。
　本稿では、漢語語彙の一つとして、後部要素が「産」のものを取り上げ、漢語連濁の史的変遷の一
側面を考察する。
２.　調査方法と考察対象
　本研究では、「産」字を後部要素に有する語を、まず逆引き辞書などで集める。使用したものは主
に『邦訳日葡辞書逆引索引』、『逆引き広辞苑』、ジャパンナレッジ版『日本国語大辞典』である。『邦
訳日葡辞書逆引索引』で『日葡辞書』の時代に使われていた語彙を、『逆引き広辞苑』で現代日本語
に使われている語彙を、そしてジャパンナレッジ版『日本国語大辞典』の後部一致機能で古い語彙と
新しい語彙両方を拾い、古くから現代に至るまで使用された「～産」の語彙を網羅する狙いである。
以上の方法で、「産」字を後部要素に有するものは、以下のような語例が集まり、考察対象とした。
資産　畜産　家産　同産　土産　平産　財産　流産　破産　難産　恒産　名産　寺産　安産
臨産　逆産　小産　和産　半産　国産　所産　海産　無産　厚産　田産　中産　製産　動産
授産　有産　鉱産　天産　農産　倒産　水産　殖産　遺産　蕩産　陸産　多産　私産　死産
治産　早産　共産　年産　特産　助産　道産　減産　増産　原産　量産　米産　電産　晩産
遅産　単産　林産　通産　敵産　湖産　妊産　営産　休産　巨産　工産　公産　易産　郷産
坐産　屍産　襲産　常産　大産　泰産　貯産　非産　美産　邦産　房産　民産　孕産　養産
獣産　不動産　後（ご）産　後（こう）産　生（しょう）産　生（せい）産　初（しょ）産
初（うい）産　初（はつ）産　後（あと）産　後（のち）産　横（よこ）産　傷（きず）産　流れ産　眠り産　お産
過期産　国内産　外国産　西洋産　日本産
アジア産　トリエント産　ペルシア産１
　但し、「出産」「物産」「月産」「日産」「実産」「屈産」「立産」のように、入声音・促音につづく「～
産」の語例は、連濁を起こさないものとして、考察対象から省いておく。
　以上集められた語例は、更に『日本国語大辞典　第二版』に挙げられた例文やジャパンナレッジ版 
『新編 日本古典文学全集』、「太陽コーパス」、古医学書、古辞書、近現代辞書で検索し、濁音形（連
濁形）が確認できたかどうかで二分する。濁音形が確認できた場合は、その出現時期に基づき、時期
ごとに連濁の条件を検討する。
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３.　連濁例の出現時期
　上掲の語彙で、文献に濁音形が確認できたのは、「難産」「安産」「臨産」「うい産」「あと産」「のち
産」「ながれ産」「逆産」「早産」「初（しょ）産」「流（りゅう）産」「死産」の12語である。
【難産】
　「難産」は、文献に初めて確認できたのは、984年の『医心方』（『日本古典全集』所収）で、「陰陽失理並使難
産也」と、音表記はされていない。音表記が最初に確認できたのは13世紀前半の『高野本平家物語』（笠
間書院）で、「御乳には前右大将宗盛卿の北方と定られたりしが、去七月に難産（なんざん）をしてうせ
給しかば」と、既に濁音形で現われている。その後も、『文明本節用集』、『運歩色葉集』、『饅頭屋本
節用集』、『日葡辞書』、仮名草子『浮世物語』（『日本古典文学大系』所収）、『惠空編節用集大全』、『書言字考節
用集』、『ヘボン和英語林集成（初版）』など、各時代の多数の文献に濁音形が確認される。「難産」は、
古くから現代まで、ずっと濁音形だった可能性が高いと思われる。
【安産】
　「安産」は、文献に初めて確認できたのは1585年の『言経卿記』（『大日本古記録』所収）で、「去比南庄伊勢
屋へはやめ薬・愛洲薬遺了。安産とて両瓶等送了」と、音表記はされていない。音表記が最初に確認
できたのは1711年の浮世草子『傾城禁短気』（『日本古典文学大系』所収）であり、「此方へ母共に預り、手前に
て安産（あんざん）いたさせ」と、既に濁音形で現われている。その後も、滑稽本『東海道中膝栗毛』
（『日本古典文学大系』所収）、『ヘボン和英語林集成（初版）』などの文献で濁音形が確認される。「安産」は、「産」
に鼻音が前接しており、1585年の『言経卿記』の例でも後代と同じく、濁音「アンザン」だった可能
性が高いとみられる。
【臨産】
　「臨産」は、文献に初めて確認できたのは984年の『医心方』で、「右臨産預至心礼讖誦満千遍神験
不可言常用有効」と、音表記はされていない。音表記が最初に確認できたのは1474頃の『文明本節用
集』だが、「りんさん」と濁音表記はなく、清濁は不明である。そして1867年の『ヘボン和英語林集
成（初版）』では「Rinzan　臨産」と、初めて濁音表記が確認される。「臨産」も、「産」に鼻音が前
接している。そのため、前代の発音は清か濁かはっきりと示す文献は見当たらないが、後代と同じく
「リンザン」だった可能性が高いとみられる。
【うい産】
　「うい産」は、文献に初めて確認できたのは1686年の浮世草子『好色一代女』（『定本西鶴全集』所収）で、「は
や初産（うゐざん）して逆者いふより守刀産着をかさね」と、既に濁音表記が付けられている。それ
以降も『ヘボン和英語林集成（初版）』や小説『雁』（『鷗外全集』所収）などに濁音形が確認される。「うい産」
は文献に現われてから現代までずっと濁音形だったとみられる。
【あと産】
　「あと産」は、文献に初めて確認できたのは1771年の浄瑠璃『弓勢智勇湊』（『校訂風来山人傑作集』所収）で、「浪々
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の身の其中に我女房が懐胎、産落せしは女の子。跡産（ざん）のもつれにて我妻はあへなき最期」と、
既に濁音表記が付けられている。後の時代にも、1919年の『大日本国語辞典』などに濁音形が確認さ
れる。「あと産」は文献に現われてから現代までずっと濁音形だったとみられる。
【のち産】
　「のち産」は、文献に初めて確認できたのは1783年の洒落本『傾情知恵鑑』（『洒落本大系』所収）で、「裏店
の嚊さん達か寄り合てしもざんとやらのち産（ざん）とやらをとりあげ手は赤蔵になりけれども」と、
既に濁音表記が付けられている。後の時代にも、『ヘボン和英語林集成（第3版）』や1915年の小説『妻』
（岩波文庫）などに濁音形が確認される。「のち産」は文献に現われてから現代までずっと濁音形だったと
みられる。
【ながれ産】
　「ながれ産」は、文献に初めて確認できたのは1703年の俳諧『広原海』（『雑俳集成』所収）だが、「借物の
五つの水や流れ産」と、音表記はされていない。そして音表記が初めて確認できたのは1867年の『ヘ
ボン和英語林集成（初版）』で、「Nagarezan　流れ産」と、濁音で現われている。『ヘボン和英語林
集成（初版）』が前代の発音を受け継いだものとして、1703年の『広原海』の例も濁音形だった可能
性が高いとみられる。
【逆産】
　「逆産」は、文献に初めて確認できたのは15世紀後半の『有林福田方』（現代思潮社）で、「横産　逆産」
のように、音表記はされていない。音表記が初めて確認できたのは1686年の『病名彙解』（貞享３年本）で、
「逆産　ギヤクサン」と、濁音表記はない。また1717年の『書言字考節用集』にも用例が確認され、
同じく「逆産　ギヤクサン」と、濁音表記はない。『病名彙解』と『書言字考節用集』は江戸時代の
文献であるため、濁音表記がないと、清か濁かは判断しにくい。しかし、この「逆産」の場合だけ、
他の語とは違い、前部要素「逆」に濁音が入っている。しかも『病名彙解』『書言字考節用集』の両
文献にとも濁音表記が確認される。この二つの文献の濁点の付け方を調査したところ、「ベンダク（便濁）」
「ザンゲツ（残月）」のように語の前部と後部両方濁点を付けるものや、「ヒヤウジヤセツ（病蛇節）」のよう
に語の前部にある濁点が省かれるものはあるが、前部に濁点を付けて後部の濁点を省く例は見当たら
ない。そのため、「ギャクサン（逆産）」も、前部に濁点があって後部に濁点がないタイプで、当時実際
の発音も、連濁しない「ギャクサン」だった可能性が高いとみられる。
　そしてこの「逆産」は、1867年の『ヘボン和英語林集成（初版）』になると、「Gyakuzan　逆産」
と濁音形で現れる。このように、「逆産」は近世以前は連濁しなかったが、明治期頃になると連濁す
るようになった、と考えられる。
【早産】
　「早産」は、文献に初めて確認できたのは1895年刊の雑誌『太陽』で、「自由黨内閣は、 『早産』と
いはれし程に根本薄く」と、音表記はされていない。音表記が初めて確認できたのは1921-37年の小
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説『暗夜行路』（岩波文庫）であり、「早産（さうざん）と云ふ程ではないと思ひます」と、濁音形で現わ
れている。また「早産」は、1948年の『明解国語辞典　第12版』で清音の「ソウサン」で現われてい
る。「早産」は20世紀前半に既に濁音形が現われたものの、今のように専ら濁音形で定着したのは20
世紀半ば以降だとみられる。
【初（しょ）産】
　「初（しょ）産」は、文献に初めて確認できたのは1919年の『大日本国語辞典』で、「初産　しょさん」
と、清音で記されていた。後に1926年の小説『大道無門』（改造社）で、「あければ二十六、初産（しょ
ざん）としては少しおくれてもゐたし」と、初めて濁音表記が確認される。その後の他の辞書におい
ても、清音形・濁音形両方みられ、現代では「初（しょ）産」のかわりに「うい産」を使うことが多い。「初
（しょ）産」は使用頻度が低いため、清音形・濁音形両方の間でさまよっており、不安定な状態になって
いると思われる。
【流（りゅう）産】
　「流（りゅう）産」は、文献に初めて確認できたのは1867年の『ヘボン和英語林集成（初版）』であり、「Riuzan
流産」と、既に濁音で記されている。それ以降も1914年の小説『こゝろ』（『漱石全集』所収）や1919年の『大
日本国語辞典』などにも濁音表記が確認される。「流（りゅう）産」は、その語形を現してから現代までずっ
と濁音形だったと思われる。
　ところで漢字「流産」は、1104年の『中右記』（『増補史料大成』所収）にみられる。「今日新大納言経実卿妻
卒去、依流産」と、音表記はされていないため、その発音は「リュウザン」なのか「ナガレザン」な
のか、それとも別の発音なのかは不明である。
【死産】
　「死産」は、文献に初めて確認できたのは1900年の『内務省訓令第二一号』で、「死産に関し埋火葬
認許証を与ふるときは」と、音表記はされていない。その後、1919年の『大日本国語辞典』で初めて
発音が確認され、「死産　しさん」と、清音であった２。後に1954年の『辞海　縮刷版』で「死産　
しさん⓪　（しざんとも）」の形で初めて濁音表記が確認され、1972年になって『角川国語辞典　新版
68版』で「死産　しざん」と、濁音しか確認できなくなってしまう。「死産」は1900年代初頭には清
音の「シサン」だったが、徐々に濁音「シザン」が出てきて、現代の専ら濁音「シザン」しかもたな
い発音になったと思われる。
４.　「～産」の語彙特徴について
4-1　「～産」の前部要素の特徴
　「～産」は最初に、漢語の後部要素として使われていた。『日葡辞書』には、「産」字を後部要素に
有するものは「難産（Nanzan）」「財産（Zaisan）」「土産（Tosan）」「生産（†X san）」の４例がみ
られるが、全て漢語である。
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　そして1700年代頃になると、「～産」に和語の前接が可能となり、「うい産」「ながれ産」「あと産」「の
ち産」などが文献に確認できはじめる。
う い 産：はや初産（うゐざん）して逆者いふより守刀産着をかさね『好色一代女』1686
ながれ産：借物の五つの水や流れ産『広原海』1703
あ と 産：跡産（ざん）のもつれにて我妻はあへなき最期『弓勢智勇湊』1771
の ち 産：裏店の嚊さん達か寄り合てしもざんとやらのち産（ざん）とやらをとりあげ『傾情知恵鑑』1783
　更に明治期頃になって、「日本産」「アジア産」などのように自立漢語や外来語が前接できるように
なり、「産」は文法形式の用法が出現した。
日 本 産：日本産の品を積荷として輸出する時は、五分の運上を納むへし『幕末御触書集成』1859
アジア産：一目亜細亜産（さん）の動物なりとは、誰にもわかりさうな『諷誡京わらんべ』1886
4-2　「産」の自立性
　「産」は、室町末の『日葡辞書』では、「Sanuo tayas suru」（産を輙うする）、「Sanno fimouo 
toqu」（産の紐を解く）などのように、単独でも使える自立漢語であった。そして『ヘボン和英語林
集成（初版）』にも同じように、「San wo szru」（産をする）、「San ga karui」（産が軽い）などの記
述がみられるため、「産」は自立性の高い状態が近代にまで続いたとみられる。しかし今では、「産を
する」「産が軽い」などの用法は、むしろ「お産をする」「お産が軽い」などのように、「お産」の形
で使われているので、「産」自体の自立性が低下しているとみられる。
　但し、近代以降に出現したとみられる「財産」の意味を表す用法３で、「産を傾ける」「産を破る」
の言い方がある。しかし、「財産」の意味ではこれら決まった言い方でしかいえず、「財産を失う」「多
額の財産」などでは「＊産を失う」「＊多額の産」とはいえない。したがって、この「財産」を表す用
法でも、「産」の自立性は低いとみられる。
　また、『ヘボン和英語林集成（初版）』には、「Watakushiwa Kiushu no san de gozarimas」（私は九
州の産でござります）という「～の産」の用法もみられるが、当時はまだ「私は九州生まれです」の
ように「生まれたところ」という意味にしか使われていなかった。つまり、「（商品の）産出」ではな
く「（子供を）産む」の意味で使われていたのである。当時「（子供を）産む」の意味での「産」は、
前述したようにまだ自立性が高かった。今では「長野県の産」「茨城県の産」のように「（商品の）産
地」を表す用法が出現したが、しかしこの「（商品の）産地」の用法では「～の産」という決まった
言い方しかなく、「産地は長野県だ」「産地は不明だ」などでは「＊産は長野県だ」「＊産は不明だ」と
はいえない。したがって、「（商品の）産地」を表す用法でも、「産」の自立性は低いと思われる。
　このように、「産」は単独で使う用法と二字漢語の後部要素に使う用法とがあったが、1700年代になっ
て和語前接の用法が現われる。更に近代以降、前代に単独で使う「産」は「お産」に変り、単独では
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使用されなくなる。また近代以降、自立する語に接続する、文法形式としての「～産」の用法が新た
に生じたと思われる。
　以上をまとめると、<表１>となる。
 
　時間順にみると、漢語の「難産」「安産」「臨産」などが先に文献に現われ、1700年代頃に和語前接
の「うい産」「あと産」「のち産」「ながれ産」が出現する。
　一方、前代に現われた連濁語（難産・安産・臨産）は鼻音の前接が特徴だが、明治期頃に現われた
連濁語（流（りゅう）産・初（しょ）産・逆産・早産・死産）は鼻音の前接が必要でなくなる。但し、明治
期に現われた「産」字を後部要素に有する語彙は、やはり連濁しないものが多い（生産・多産など）。
また文法形式の用法（自立語に接続する「～産」）でも、連濁することはない（日本産・アジア産など）。
文　　献 初
うい
産 後
あと
産 後
のち
産 流
なが
れ産 難産 安産 臨産 流
りゅう
産 初
しょ
産 逆産 早産 死産 生
せい
産 多産 日本産 アジア産
『医心方』（984） □ □
『中右記』（1104） □（?） □（?）
『高野本平家物語』（13c前） ●
『有林福田方』（1469-86） □ □
『文明本節用集』（1474頃） ● △
『運歩色葉集』（1548） ●
『啓迪集』（1574） □ □
『言経卿記』（1585） □
『饅頭屋本節用集（1596-1615） ●
『易林本節用集』（1597） △
『日葡辞書』（1603-04） ●
『惠空編節用集大全』（1643-91） ●
『浮世物語』（1665頃） ●
『病名彙解』（1686） ○
『好色一代女』（1686） ●
『広原海』（1703） □
『傾城禁短気』（1711） ●
『書言字考節用集』（1717） ● ○
『弓勢智勇湊』（1771） ●
『傾情知恵鑑』（1783） ●
『幕末御触書集成』（1859） □
『ヘボン和英語林集成』（初版）（1867） ● ● ● ● ● ● ● ○
『新聞雑誌－七号』1871 ○
『ヘボン和英語林集成』第3版（1886） ● ● ● ● ● ● ● ● ○
『諷誡京わらんべ』（1886） △
『日本風景論』1894 □
『太陽』（1895） □ □
『福翁自伝』1899 ○
『内務省訓令第二一号』（1900） □
『新世帯』（1908） □
『こゝろ』（1914） ●
『大日本国語辞典』（1919） ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
『暗夜行路』（1921-37） ●
『大道無門』（1926） ●
『明解国語辞典　第12版』（1948） ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○
『辞海　縮刷版』（1954） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○（●） ○
『角川国語辞典　新版68版』（1972） ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○
『NHK日本語発音アクセント辞典（1998） ● ● ● ● ● ● ● ○ ○
注：　□　音表記なし　　　　　△　音表記あり、清濁不明　　　　　○　音表記あり、清音　　　　　●　音表記あり、濁音
<表１>
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５．「～産」の連濁の史的変遷
　以上を踏まえると、「～産」の連濁の史的変遷は以下のようにまとめることができるのではなかろ
うか。
【第一段階：1700年代頃まで】
　既に４節で述べたように、「～産」は最初に漢語の後部要素として使われていた。初めて文献から
確認できた例からみると、1700年代頃までは以下のような「～産」の語彙が成立した（以下で●で連
濁語を示す）。
●難産（984）　●臨産（984）　●安産（1585）　
資産（715）　畜産（718）　家産（781）　同産（879）　養産（917頃か）　土産（988）　平産（1087）
財産（1010か）　流産（1104）　生（しょう）産（1111頃）　破産（1142-55頃）　物産（鎌倉）　
恒産（1375頃）　名産（室町中）　易産（1433）　寺産（1485）　郷産（1487）　逆産（1469-86）
泰産（16c後）　小産（1692）　坐産（1692）
　連濁する「難産」「臨産」「安産」は、３例とも後部要素「産」の前に、鼻音韻尾の前接が共通する。
奥田三雄（1952）等で、漢語の連濁は鼻音の後で生じやすいとの指摘がみられるが、この時期の「～
産」の連濁はまさに、前接に鼻音がある場合にのみ生じているのである。
　以上から、この時期は鼻音の有無によって連濁していたと思われる。
【第二段階：1700年代頃から1800年代頃まで】
　そして、1700年代頃から、和語の前接が可能となる。以下挙げるのは、この時代に文献に確認でき
た語である。
和産（1713）　美産（1713）　孕産（1713）　半産（1717）
●うい産（1686）　●ながれ産（1703）　●あと産（1771）　●のち産（1783）　きず産（1689）
　この時代に出来た濁音形が確認された連濁語は「うい産」「あと産」「のち産」で、全て前部要素が
和語のものである。また「流れ産」も、既に３節で述べたように、1700年代の例では仮名表記が付い
ていないが、濁音であった可能性が高いとみられる。つまり、和語前接のものは、できた時点で既に
濁音形で現われると思われる。これは、和語同士の連続が連濁しやすいことと並行した現象であろう。
　　たび（旅）＋ひと（人）→たびびと（旅人）　　はい（灰）＋さら（皿）→はいざら（灰皿）　　など
したがって、これらの語は、和語の前接により連濁が起こったのだと思われる。
　一方「難産」「安産」は、<表１>で示しているように、この時代の文献にも連濁形で現れる。第一
段階を経て、語彙として定着しているからだとみられる。一方、「和産」「美産」「孕産」「半産」は、
この時代の文献に濁音で現われることはない。その中に鼻音を有する「半産」もみられるので、語彙
化した「難産」「安産」などを除き、漢語は連濁しなかった可能性が高いとみられる。
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　したがってこの時代、和語前接のものは全部連濁する。漢語は、第一段階で連濁したものは語彙と
してそのまま引き継がれ、その他のものは連濁しない、と考えられる。
【第三段階：1800年代頃から1900年代頃まで】
　1800年代頃から1900年代頃までの間、以下のような語が文献に確認できる。
●流（りゅう）産（1867）　
●逆産（1867）　●早産（1921-37）　●初（しょ）産（1926）　
●死産（1954）
国産（1801-04）　所産（1826）　海産（1855-58）　民産（1867）　倒産（1867）　水産（1867）
殖産（1867）　農産（1867）　無産（1867）　営産（1869）　巨産（1869-71）　厚産（1870-71）
田産（1870-71）　大産（1870-71）　中産（1871）　製産（1872）　動産（1873）　授産（1874）
非産（1874）　有産（1875）　不動産（1877）　鉱産（1877）　天産（1877）　工産（1877）
邦産（1877）　房産（1877）　貯産（1877-82）　襲産（1884）　遺産（1886）　常産（1886）
蕩産（1889）　陸産（1890）　獣産（1893）　私産（1897）　治産（1900-01）　共産（1910）
年産（1914）
よこ産（1893）
　この時代、鼻音前接の「民産」「天産」「年産」は連濁しない。これに対して、鼻音が前接していな
い「流（りゅう）産」「早産」「初（しょ）産」「死産」は連濁する。また「逆産」は、既に３節で述べたように、
近世の資料では清音だったが、明治期頃の『ヘボン和英語林集成（初版）』では濁音となる。では何故、
「流（りゅう）産」「早産」「初（しょ）産」「死産」「逆産」は鼻音の前接もないのに連濁し、また何故「民産」
「天産」「年産」は鼻音の前接があるのに連濁しないのだろうか。
　この時代までに、既に出来上がった連濁しているものは以下のとおりである。これらの連濁語は、
共通点として、全部意味上「（子供を）産む」という意味になっている。
　　　　　難産　　臨産　　安産　　うい産　　あと産　　のち産　　ながれ産
　これに対して、この時代までに出来上がった連濁していないものは以下のとおりである。これらの
非連濁語は、ほとんどが「（子供を）産む」以外の意味で使われている。
　　　　　土産　　家産　　国産　　財産　　名産　　所産　　海産　　破産　　和産
　　　　　　　　　　　　　　　　　小産　　半産　　平産
　但し、「（子供を）産む」の意味で使われる「小産」「半産」「平産」について、「小産」「半産」は現
代日本語ではもはや使わなくなり、それらと同じ意味の「流産」をかわりに使っている。しかし明治
期頃当時は「小産」「半産」「流産」の３語とも使われていた（『ヘボン和英語林集成（初版）』による）。
その後、「流産」はずっと使いつづけられ、現代にまで残っていたが、「小産」「半産」は使用頻度が
減少傾向となり、現代になってとうとう姿を消したと思われる。また「平産」も、それと同じ意味の
「安産」が現代にまで使いつづけられてきたために、使用頻度が減少傾向となり、後に姿を消したの
である。したがって明治期頃に、「小産」「半産」「平産」は「（子供を）産む」の意味をとっているが、
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使用頻度が低いため、連濁しなかったと思われる。
　以上から、前代の語彙的な連濁条件が捨てられ、漢語にも和語にも通用する、意味の条件が生まれ
たと思われる。つまり、「（子供を）産む」の意味では連濁し、そうでない場合は連濁しない、という
条件になる。これによって、「（子供を）産む」の意味をとる「早産」「死産」は連濁形で現われ、「（子
供を）産む」の意味をとらない「民産」「天産」などは非連濁形で現われるのである。
　また、「逆産」は江戸時代には連濁しなかったが、この時代になって連濁するようになる。江戸時
代のときは、まだ第一段階の「鼻音前接の有無」が条件だった。そのため、「逆産」は前部要素「ギャ
ク」の尾部に鼻音がないので、連濁が起こらなかった。しかし明治期頃になると、「（子供を）産む」
の意味をとるかどうかが条件となった。そのため、「（子供を）産む」の意味をとる「逆産」は連濁す
るようになった、と考えられる。
　但し、音読みの「流（りゅう）産」「初（しょ）産」が連濁形で現われるのは、先行に成立した和語前接の「な
がれ産」「うい産」の影響であろう。前部要素「流」「初」が訓読み「ながれ」「うい」から音読み「りゅ
う」「しょ」に入れ替わっただけで、後部要素「ざん」は濁音のまま保存された、と考えられる。
　では、何故明治期頃に、前代の連濁条件を捨て、新たな「（子供を）産む」の条件を生み出すこと
になったのか。
　第二段階では、前述したように、和語の前接ができるようになることで、和語前接の場合の連濁条
件が新たに成立した。その結果、「～産」の連濁の条件は、和語の条件と漢語の条件と、二つに分か
れてしまった。この和語・漢語の、それぞれの条件を「（子供を）産むの意味かどうか」という一つ
の条件にすることによって、和語か漢語か意識しなくても、一つの条件で全ての「～産」の語彙を括
ることができる。つまり、和語でも漢語でも連濁するのなら同じグループの語同士となり、連濁の条
件が移行したのである。
　このように、1800年代頃から1900年代頃までの間、「～産」は「（子供を）産む」の意味をとってい
るかどうかによって、連濁していたと思われる。
　因みに、この時代に出現した語の中、1893年の『日本大辞書』に現われるものを『日本大辞書』で
示されたアクセント型の別で分けてみると<表２>のとおりである。
当時は、連濁語にはアクセントの核が「産」の前に現われるものが多く、非連濁語にはアクセントの
核が「産」の前に現われないものが多い、という傾向がある。但しこれは第三段階においては傾向に
とどまり、余剰の弁別特徴である。第三段階においては、意味によって連濁・非連濁が決定されてい
たと思われる。
アクセントの核が「産」の前（+） アクセントの核が「産」の前（-）
連濁する 安産　難産　逆産　のち産 うい産
連濁しない 資産　財産　家産　破産　不動産
土産　恒産　名産　小産　和産　半産
国産　海産　獣産　出産　物産　よこ産
<表２>
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【第四段階：近代以降】
　近代以降、以下のような語が文献に出現している。
生（せい）産（1867）　多産（1894）　特産（1921）　助産（1922）　公産（1922）　道産（1930）
減産（1932）　増産（1935）　原産（1950）　量産（1955）　
お産（1927） ４
日本産（1859）　国内産（1955）
アジア産（1886）　トリエント産（1886）　ペルシア産（1905-06）
　明治期以降、文法形式としての「～産」が成立した。新漢語の「生（せい）産」「多産」や、文法形式
として自立漢語・外来語に付く「日本産」「アジア産」などのように、「（商品の）産出」を表す用法
が生じた。
　しかし新漢語の「生（せい）産」「多産」などは、
其始外国より渡来した生産（せいさん）不レ詳により賤しめ候由」（『新聞雑誌－七号』1871）
以下四人は多産（たさん）の母の身体衛生の為めに乳母を雇ふて育てました（『福翁自伝』1899）
のように、「（子供を）産む」の意味で使われることがあり、また文法形式としての「～産」も
九州産馬とともに九州産の彼女がＪＲＡの女性騎手として初の重賞制覇を成し遂げたのだから感
慨深い（『週刊プレイボーイ』第38巻第32号　2003）
のように、比喩的な言い方で「（子供を）産む」（産まれる）の意味で使われることがある。これらの
語は、「（子供を）産む」の意味をとる場合でも、連濁することはない。
　では、近代以降の「～産」の連濁の条件はなんだろうか。ここで、この時代に使用される語につい
て、アクセントで分類をしてみる（以下で示すアクセントは、『NHK日本語発音アクセント辞典』に
準じたものである）。アクセントの核が「産」の前に現われるものと、「産」の前に現われないものと
に分けると、以下のようになる。
アクセントの核が「産」の前（+）
●な’んざん（難産）　●あ’んざん（安産）　●りゅ’うざん（流産）　●ぎゃく’ざん（逆産）
●そ’うざん（早産）　●う’いざん/うい’ざん（初産）　●あと’ざん（後産）
●のち’ざん（後産）　●ながれ’ざん（流れ産）
し’さん（資産）　ざ’いさん（財産）
アクセントの核が「産」の前（-）
しょさん（所産）　かさん（家産）　ちさん（治産）　むさん（無産）　はさん（破産）
いさん（遺産）　こくさん（国産）　すいさん（水産）　かいさん（海産）　とくさん（特産）
ちくさん（畜産）　とうさん（倒産）　しょくさん（殖産）　ちゅうさん（中産）
きょうさん（共産）　どうさん（動産）　たんさん（単産）　げんさん（原産）
めいさん（名産）　ぞうさん（増産）　ねんさん（年産）　こうさん（恒産）
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りんさん（林産）　げんさん（減産）　のうさん（農産）　りょうさん（量産）
たさん（多産）　せいさん（生産）
こくないさん（国内産）　にほんさん（日本産）
アジアさん（アジア産）　トリエントさん（トリエント産）　ペルシアさん（ペルシア産）
　連濁する語は全て、アクセントの核が「産」の前に現われることが分かる。これに対して、連濁し
ない語はほとんど、アクセントの核が「産」の前に現われない。
　例外は「し’さん（資産）」「ざ’いさん（財産）」の２語である。但し、呉音系資料
５及び中世・近世の
アクセント資料６を調べたところ、「資産」は前部要素「資」は呉音では上声で、「資」字を前部要素
に有する漢語も同じく「資」字が上声で現われている（資財●●●（平家正節） ので、同じ上声の
「産」７と組み合わせると●●●というアクセントになると予想する。そしてこれが、現代の京都ア
クセントでも、「資産」は同じく平板型の●●●というアクセントで現われるが、東京アクセントでは、
それとは逆の頭高型の●○○のアクセントとなる。
　また「財産」は、同じく「財」字を前部要素とする語は中世・近世アクセント資料にみられないが、
呉音系資料では「財」は去声となるため、上声の「産」と組み合わせると○●●●というアクセント
になると予想する。これが、現代の京都アクセントでも「財産」は○●●●型（または●●●●型）
のアクセントで多く使われ、東京アクセントでは、それとは逆の頭高型の●○○○のアクセントとなる。
　この「資産」「財産」は、早くも奈良時代・平安時代に用例がみられる。
資産：　資産豊足者為二上等一『続日本紀―霊亀元年』（715）
財産：　夜使レ算二財産一。明也東西奔『本朝麗藻』（1010か）
したがって「資産」「財産」は現代東京アクセントでは、アクセントの核が「産」の前に現われるの
に連濁しないが、これは古くからあったアクセントで、化石的に現代にまで使われてきたと考えられ
る。
　では何故、アクセントの条件が生じたのだろうか。
　明治期頃以降、大量の「～産」の語彙が出現した。これらの新しい語彙は、最初に「（商品）の産出」
（水産・増産など）や「財産」（動産・遺産など）の意味に使われていたが、一部「（子供を）産む」
の意味が派生したものがあった。例えば「生（せい）産」は『ヘボン和英語林集成（初版）』（1867）では、
Seisan　セイサン　生産　Occupation, means.（訳：生計、職業）
のように、「（子供を）産む」の意味をもたなかったのだが、後に
其始外国より渡来した生産（せいさん）不レ詳により賤しめ候由」（『新聞雑誌－七号』1871）
のように「（子供を）産む」の意味で使われるようになる。また「多産」も、
　　火山の傍近は杉、檜、松の良材を多産するも」（『日本風景論』1894）
のように、最初に文献に確認できた例は「（子供を）産む」の意味ではなかったが、今は（子供を）
産む」の意味しかもたないようになった。更に前述したように、文法形式としての「九州産」なども、
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比喩的に「九州生まれ」という「（子供を）産む」の意味で使われることがある。
　このように、第三段階の意味の条件で括りきれない語の数が増えるにつれ、新たな条件の成立が必
要となってくる。そこで適用されたのがアクセントであったと考えられる。
　前掲した<表２>で示したように、第三段階では、既にアクセントの核が「産」の前に現われると
連濁し、現れないと連濁しない、という傾向があった。
　更に、明治期頃に多数の新漢語が現われた。以下<表３>で示すように、東京語でも京都語でも、
基本的に非連濁で平板型アクセントで現われている（以下、東京アクセントはアクセントを示した近
現代辞書８に現われる最古のものを、京都アクセントは現代のアクセントを参考に挙げる）。
　こうして、新しい語の混入により、アクセントと連濁との対応関係が一層強化され、アクセントの
核が「産」の前にくると連濁し、こないと連濁しない、という条件が生じたと思われる。
　これによって、明治期頃以前に既に成立している語も、このアクセントの条件にふさわしくないも
のとして、ふさわしくなるようにするという動きが伺える。
年 語例
東京
アクセント
京都
アクセント
年 語例
東京
アクセント
京都
アクセント
1867 民産 ○●●● 1877 房産
1867 倒産 ○●●● ●●●● 1877-82 貯産 ○●●
1867 水産 ○●●● ●●●● 1884 襲産 ○●●●
1867 殖産 ○●●● ●●●● 1886 遺産 ○●●
●○○
○○●
1867 農産 ○●●● ○○○● 1886 常産 ○●●●
1867 無産 ○●● ●●● 1889 蕩産
1867 生（せい）産 ○●●● ●●●● 1890 陸産 ○●●● ●●●●
1867 ●流（りゅう）産 ●○○○
●○○○
●●●●
1894 多産 ○●● ○○●
1869 営産 ○●●● 1895 早産 ○●●● ●●●●
1869-71 巨産 ○●● 1897 私産 ○●●
1870-71 厚産 1900 死産 ○●●
1870-71 田産 ○●●● 1900-01 治産 ○●●
1870-71 大産 ○●●● 1910 共産 ○●●● ●●●●
1871 中産 ○●●● ○○○● 1914 年産 ○●●● ●●●●
1872 製産 ○●●● 1919 初（しょ）産 ○●● ●●●
1873 動産 ○●●● ●●●● 1921 特産 ○●●● ●●●●
1874 授産 ○●● ●●● 1922 助産 ○●●
1874 非産 ○●● 1922 公産 ○●●●
1875 有産 ○●●● ●●●● 1930 道産 ○●●●
1877 不動産 ○●○○○ ○●○○○ 1932 減産 ○●●● ●●●●
1877 鉱産 ○●●● 1935 増産 ○●●● ●●●●
1877 天産 ○●●● ●●●● 1950 原産 ○●●● ●●●●
1877 工産 ○●●● 1955 量産 ○●●● ●●●●
1877 邦産 ○●●●
<表３>
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　例えば、明治期に連濁する「うい産」（うひざ’ん）（『日本大辞書』1893による）は、もともとアクセントの
核が「産」の前に現われていなかったが、今は「うい’ざん・う’いざん」（『NHK日本語発音アクセント辞典』1998
による）と、アクセントの核が「産」の前に現われるようになる。また明治期に連濁しない「家産」（か’
さん）「破産」（は’さん）「遺産」（い’さん）（『日本大辞書』1893による）は、アクセントの核が「産」の前に
現われていたが、今は「かさん」「はさん」「いさん」（『NHK日本語発音アクセント辞典』1998による）と、アクセントの
核が「産」の前に現われなくなる。
　また「死産」について、近現代辞書に現われたものは以下<表４>のとおりである。
年 辞書名 シサン シザン アクセント 年 辞書名 シサン シザン アクセント
1889 『言海』 × 1974 『大辭典　覆刻版』 ○
1889 『和漢雅俗いろは辞典』 × 1975 『日本国語大辞典』 ○ （○） ⓪
1893 『日本大辞書』 × 1976 『広辞苑　第2版補訂版』 ▲○ ▲（○）
1894 『日本大辭林』 × 1978 『学研国語大辞典』 ○
1897 『日本新辞林』 × 1978 『日本大辞書　復刻版』 ×
1899 『ことばの泉』 × 1979 『岩波国語辞典　第3版』 ▲（○） ▲○
1899『和漢雅俗いろは辞典　増訂4版』 ▲× 1979 『角川国語中辞典』 （○） ○ ①
1907 『言海　75版』 ▲× 1981 『国語大辞典』 ○ （○）
1907 『日本大辞林』 × 1981 『新明解国語辞典　第3版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1917 『国民必携類語大辞典　18版』 × 1981 『日本大辞典言泉』 ○
1919 『大日本国語辞典』 ○ 1982 『角川国語大辞典』 （○） ○ ①⓪
1921 『大日本国語辞典　10版』 ○ 1982 『三省堂国語辞典　第3版』 ▲（○） ▲○
1929 『新辭典』 ○ 1983 『広辞苑　第3版』 △○ △○
1933 『大言海』 × 1984 『例解新国語辞典』 ×
1938 『言苑』 ○ 1985 『現代国語例解辞典』 ○
1940 『大日本国語辞典　修訂6版』 ▲○ 1986 『岩波国語辞典　第4版』 ▲（○） ▲○
1948 『明解国語辞典　第12版』 ○ ⓪ 1986 『国語大辞典言泉』 ○
1949 『言林』 ○ 1987 『新選国語辞典　第6版』 ▲○ ▲（○）
1954 『辞海　縮刷版』 ○ （○） ⓪ 1987 『例解新国語辞典　第2版』 ▲×
1957 『角川国語辞典　25版』 ○ （○） 1988 『学研国語大辞典　第2版』 ▲○
1958 『広辞林　新版』 ○ ○ 1988 『大辞林』 （○） ○ ①⓪
1959 『新選国語辞典』 ○ （○） 1989 『新明解国語辞典　第4版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1960 『三省堂国語辞典』 （○） ○ 1989 『福武国語辞典』 （○） ○
1960 『旺文社国語辞典』 ○ （○） 1991 『広辞苑　第4版』 ▲○ ▲○
1963 『岩波国語辞典』 （○） ○ 1992 『三省堂国語辞典　第4版』 ▲（○） ▲○
1966 『新選国語辞典　改訂新版』 ○ （○） 1993 『辞林21』 （○） ○
1967 『三省堂新国語中辞典』 ○ ○ 1995 『大辞泉』 （○） ○
1967 『新国語辞典　9版』 ○ ○ 1995 『大辞林　第2版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1967『明解国語辞典　新装版改訂版』（○） ○ △①⓪ 1997 『新明解国語辞典　第5版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1968 『三省堂国語辞典　新装版』 （○） ○ 1998『NHK日本語発音アクセント辞典』 ○ ①⓪
1969 『角川国語辞典　新版』 △（○） △○ 1998 『広辞苑　第5版』 △（○） △○
1969 『広辞苑　第2版』 ○ （○） 2000 『岩波国語辞典　第6版』 ▲（○） ▲○
1971 『岩波国語辞典　第2版』 ▲（○） ▲○ 2001 『日本国語大辞典　第2版』 ▲○ ▲（○） ▲⓪
1972 『角川国語辞典　新版68版』 △○ 2002 『明鏡国語辞典』 （○） ○
1972 『新明解国語辞典』 （○） ○ ①⓪ 2005 『新明解国語辞典　第6版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1972 『例解国語辞典　33版』 ○ ○ 2006 『大辞林　第3版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪
1973 『旺文社国語辞典　新訂版』 ▲○ ▲（○） 2008 『広辞苑　第6版』 ▲（○） ▲○
1973 『広辞林　第5版』 △○ △○ 2010 『明鏡国語辞典　第2版』 ▲（○） ▲○
1974 『三省堂国語辞典　第2版』 ▲（○） ▲○ 2011 『岩波国語辞典　第7版』 ▲（○） ▲○
1974 『新明解国語辞典　第2版』 ▲（○） ▲○ ▲①⓪ 2012 『大辞泉　第2版』 ▲（○） ▲○
　注：　▲　古い版本のある辞書で、発音・アクセントが前版本と同じのもの。
　　　　△　古い版本のある辞書だが、発音・アクセントが前版本と違うもの。
<表４>
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明治期の新漢語であるゆえに、最初に辞書に現われたときは非連濁形「シサン」しかなかった（『大日本
国語辞典』1919、『大日本国語辞典　10版』1921、『新辭典』1929、『言苑』1938、『大日本国語辞典　修訂6版』1940、『明解国語辞典　第12版』1948、『言林』1949による）。
後に第三段階の条件で、1954年の『辞海　縮刷版』で「死産⓪　しさん（しざんとも）」の形で連濁
形が出てきはじめ、1972年の『角川国語辞典　新版68版』になると連濁形「シザン」しか現われなく
なってくる。一方、この非連濁形から連濁形へと変わる現象と同時に、「死産」のアクセントも、最
初に辞書に出てきたのは平板型アクセントしかなかった（『明解国語辞典　第12版』1948、『辞海　縮刷版』1954による）。1967
年の『明解国語辞典　新装版改訂版』で最初に「死産①⓪　しざん（しさんとも）」の形で頭高型ア
クセントが出てきはじめ、1979年の『角川国語中辞典』になると頭高型アクセントしか現われなくなっ
てくる。「死産」は非連濁から連濁に変わることにより、アクセントもそれにつれ、平板型アクセン
トから頭高型アクセントへと変わったと思われる。
　アクセントと連濁との関係について、金田一春彦（1976）では「じょうぶ（丈夫）vs.じ’ょうふ（丈
夫）」「しんぢゅう（心中）vs.し’んちゅう（心中）」「かんどう（勘当）vs. か’んとう（関東）」な
どのように、アクセント核の位置により連濁・非連濁とに分かれる例がある、との指摘がみられる。
この第四段階の「産」はまさにアクセントの違いによって連濁・非連濁とに分かれているのである。
但し、金田一の挙げた「丈夫」「心中」「勘当・関東」の例は、いずれもアクセントの核が後部要素の
前にくると連濁しないタイプのもので、「産」とは逆の結果となる。これも、「産」の第四段階のアク
セントの条件が形成する前に、連濁語のグループと非連濁語のグループとの、アクセントの偏り方に
よって決められたものだと思われる。
　このように、明治期頃から新漢語の大量出現により、核が「産」の前にくるかどうかというアクセ
ントの条件が生じ、第三段階の「（子供を）産む」の意味をとるかどうかの条件の支えとして働いて
いると思われる。
６．まとめ
　以上、「～産」の連濁語の成立時期を踏まえ、「～産」の連濁の史的変遷について考察した。「～産」
の連濁は、「産」字を末尾に有する語彙の出現によって、その条件を変えてきたと考えられる。
　1700年代頃までは、「～産」はまだ漢語の後部要素であり、連濁は鼻音に続く「産」にしか起こら
ない。これが「～産」の連濁の第一段階である。
　1700年代になると、和語の前接ができるようになる。和語前接の場合は全部連濁し、漢語の場合は、
前代の濁音形を引き継いだものを除き、連濁しない。これが「～産」の連濁の第二段階である。
　こうして、第一段階と第二段階で出来た連濁語のグループは、その共通点として、全部「（子供を）
産む」の意味をとっている。よって1800年代に入り、和語のもの・漢語のものの、それぞれの連濁の
条件が一つに合流し、「（子供を）産む」の意味では連濁し、そうでない場合は連濁しない、という条
件へと変わった。これが「～産」の連濁の第三段階である。
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　近代以降、明治期の新漢語が大量にできた。その中に「（子供を）産む」の意味をとっていながら
連濁しないものが現われはじめる。よって第三段階の条件の支えとして、核が「産」の前にくると連
濁し、そうでないと連濁しない、というアクセントの条件が生じる。これが「～産」の連濁の第四段
階である。
　「～産」の連濁は、以上の四段階を経て、現代にまで辿りついたとみられる。新しい語の成立など
により、連濁する語彙のグループ間の共通性が変化する。そして連濁の条件も、それに応じて、次第
に移行してきたと思われる。
　以下にまとめると<表５>となる。
四つの段階を経て、「～産」の連濁は、「鼻音規則→語彙規則→意味規則→アクセント規則」の順で展
開したと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　
注
１　「アジア産」「トリエント産」「ペルシア産」の３例は、『日本国語大辞典　第二版』の接尾辞「～産」の見出し
項目に出ている用例にみられたものである。
２　『大日本国語辞典』では、「そそぐ　注　灌」「あそびごころ　遊心」などのように、濁点が多数使用されている
ので、濁点が省かれたとは考えにくい。
３　自立漢語としての「産」は『日葡辞書』『ヘボン和英語林集成（初版）』では、「（子供を）産む」という意味し
かもたないことから、「産」で「財産」の意味を表す用法は『ヘボン和英語林集成（初版）』以降、つまり近代以
降に現われたとみられる。
４　「お産」が連濁しないのは、連濁を起こさない接頭辞「お～」のためであろう（例：お香、お豆腐など）。
５　調査範囲は『安田八幡宮蔵大般若波羅蜜多経』、『観智院本類聚名義抄』、『貞享本補忘記』である。
<表５>
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６　『日本語アクセント史総合資料　索引篇』を使用し、調査範囲は「金光明最勝王経音義」「法華経単字」「和名類
聚抄」「医心方」「類聚名義抄」「色葉字類抄　三巻本」「字鏡　世尊寺本」「日本書紀　神代巻」「日本書紀　人皇
巻」「古語拾遺」「倶舎論音義」「大般若経音義」「漢籍資料」「解説門義聴集記」「乾元本日本書紀所引日本紀私記」
「御巫本日本書記私記」「日本記私記　甲本」「日本記私記　丙本」「延喜式神名帳　吉田家本」「伊勢本系古事記」
「古今和歌集ならびに古今和歌集注及び聞書」「僻案抄」「袖中抄」「顕昭　後拾遺抄注」「顕昭　散木集注」「顕昭
　拾遺抄注」「浄弁本拾遺和歌集」「西本願寺本万葉集」「四座講式」「開合名目抄」「補忘記」「能本・謡本」「名
目抄」「平家正節」「言語国訛」「和字正濫抄」「和字正濫通妨抄」「音曲玉淵集」「稿本あゆひ抄」「和字大観抄」「近
松浄瑠璃譜本」である。
７　「産」は呉音系資料では「セン」という発音しかみられないため、「サン」という発音は漢音読みであるとみら
れる。そして漢音では、『韻鏡』などによると、「産」は上声である。
８　アクセントを示した近現代辞書の調査範囲は、『日本大辞書』（1893）、『明解国語辞典　第12版』（1948）、『辞海
縮刷版』（1964）、『明解国語辞典　新装版改訂版』（1967）、『新明解国語辞典』（1972）、『新明解国語辞典　第2版』
（1974）、『角川国語中辞典』（1979）、『新明解国語辞典　第3版』（1981）、『角川国語大辞典』（1982）、『大辞林』（1988）、
『新明解国語辞典　第4版』（1989）、『大辞林　第2版』（1995）、『新明解国語辞典　第5版』（1997）、『NHK日本語
発音アクセント辞典』（1998）、『新明解国語辞典　第6版』（2005）、『大辞林　第3版』（2006）である。
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付記　本稿は、2013年度日本語学会中国四国支部大会（2013年10月12日　於サテライトキャンパスひ
ろしま）での口頭発表「「産」の連濁の史的変遷について」の内容を加筆・修正したものである。
発表に際し、貴重な意見を賜った。期して、心よりお礼を申し上げる。
